
1　コロナ禍・ポストコロナにおける動向

―　本日はお忙しいところ，お時間いただきありがとうござい
ます。よろしくお願いいたします。
八木　よろしくお願いいたします。

―　まず，新型コロナウィルスの影響に関して，お伺いした
いと思います。昨年1月に国内でも感染者が初めて確認され，
4月には緊急事態宣言が都市圏に発出されました。先生の研究
室への影響はいかがでしたでしょうか？
八木　昨年4月に大阪府を対象に緊急事態宣言が発令され，教
員・学生ともに実質上，大学に来れない状況になりました。授
業もオンラインへの切り替えを強いられ，その準備に多大な時
間を割かねばなりませんでした。また，研究室での実験も完全

にストップしましたので，研究がまったく進まなくなりまし
た。6月半ばから徐々に大学には来れるようになりましたが，
三密防止の観点から研究室で実験できる学生の数は制限されま
した。そのため，学生は週3日程度しか大学に来ることができ
ず，彼らとコミュニケーションをとるのが難しくなりました。
あらためて，face-to-faceの重要性を再認識させられました。コ
ロナ禍で一気に進んだデジタルツールの活用は今後，ポストコ
ロナでも頻度が高まると思われますが，ケース・バイ・ケース
でface-to-faceのコミュニケーションも残していきたいですね。

―　研究テーマ・内容への影響はいかがでしょうか？
八木　大学に関しては，産業界ほど，コロナ禍が研究テーマ・
内容に大きな影響を及ぼしたという感はありませんが，数年前
から話題に上がっていたAIや機械学習の活用が加速化した印
象です。マテリアルズ・インフォマティクス（MI）＊1という言
葉があるように，材料設計に関して実験や量子化学計算と統計
分析との融合を積極的に活用する動きが，以前にも増して推奨
されるようになった印象を受けています。

2．AI・機械学習などを活用した DX 動向

―　今，お話に出ましたAI・機械学習などのDX＊2に関して，
現状ならびに今後の動向はどのようにお考えでしょうか？
八木　現状，単純な系には適用はできると思いますが，アモル
ファス（無定形）な塗膜の挙動や複雑な構造の化合物合成など
に関しては，まだ適用が難しいのではないかと思います。また，
どれだけAI・機械学習が進んでも，研究者の「経験的知見の
重要性」は変わらないと思っています。なぜなら，実験を実際
に行って確かめるフェーズはどこかにはあって，ずっと仮想の
まま進んで終わりということにはならないからです。そういっ
た意味では，これまで以上に分業体制が重要になってくると感
じています。AI・機械学習の専門家と実験科学者や技術者が
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要　　　　旨

近年，新型コロナウイルス（COVID-19）や環境対応（脱炭素化，エネルギー問題）など，地球規模で世の中が目まぐるしく変化
しています。これらは経済のみならず我々の生活様式にまで多大な影響を与えています。同様に色材や界面制御に関する研究におい
ても，この大きな社会変化への適応が求められています。そこで本誌では，小特集企画として「色材や界面制御に関する今後の動向」
と題し，当分野において最先端で活躍される方々にインタビューを行い，今後の研究動向や社会動向などに関するお考えを不定期の
連載形式で紹介していきたいと思います。
今回はその第1回目として，色材の研究において幅広い経験・知識をお持ちである大阪府立大学の八木繁幸教授にインタビューを行

いました。八木先生は有機化学がご専門で，現在は機能性色素や有機電子デバイス材料などのご研究をされております。色材協会に
おいても長年にわたり，その発展にご尽力いただいており，現在は色材協会副会長，ならびに関西支部長を務められております。

－13－

257

インタビュー
J. Jpn. Soc. Colour Mater., 94〔9〕，257–260（2021）

－特別インタビュー　色材や界面制御に関する今後の動向－

© 2021 Journal of the Japan Society of Colour Material


